	平成12年度の安全優良課長（セーフティ・マスター）の顕彰を受けた方の中で、建設業界の91名のデータから見ますと…、（参考として11年後をカッコ内に。人数は12年度と同じ91名です。）


	1.平均年齢は、
	　51.2才（51.9才）

	2.年齢別分布
	【30才代】7名＝7.7％（5名）、

	
	【40才代】26名＝28.6％（29名）、

	
	【50才代】48名＝52.7％（40名）、

	
	【60才代】10名＝11.0％（17名）


3.また、最年少は、33才（33）、最高齢は、65才（67）でした。 

	◆
	このデータを見る限り50才代の職長が最も輝いていることになります。若い作業員には父親の年齢に近く、また職長経験10年以上で、メンバーの大半が自分より年下になる頃には、皆からも頼られ、それに合わせて人物的にも大きくなっていく、そんな年齢でしょうか。


http://www.anzenkun.nishio-rent.co.jp/anzen/172.htm
